
・ストーリー・ 

貨幣制度づくりに携わり、数多くの会社や社会事業団体の立ち上げにかかわった「日本資本主義の父」渋沢

栄一。挫折と変転を繰り返しながら、高い志で運命を切り開いた渋沢栄一と仲間たちの物語を描く。 

天保 11年（1840）、武蔵国・血洗島村。藍玉づくりと養蚕を営む百姓の家に、栄一は生まれた。ある日、 

御用金を取り立てる代官に刃向かったことで、理不尽に罵倒される事件が起こる。これにより、栄一は官尊民卑

がはびこる身分制度に怒りを覚え、武士になることを決意する。 

倒幕のため、仲間たちと計画を立てるが・・・。 

 

 

 

 

 

 
 

 

2021年 NHK大河ドラマ 

青天を衝け 
 

 

 

 

 

 

 

 

渋沢栄一に関係する本 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも、様々な資料を中央図書館2階で展示しますので、ぜひご利用ください。 
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『天才渋沢栄一』星 亮一/著 さくら舎 【289.1 シ 所蔵館：中央・南部】 

農民として生まれ、日本資本主義の父と呼ばれるほどとなった渋沢栄一。本書では、武士、官

僚、実業家など様々な顔を持つ彼の波乱万丈な人生を描いています。 

現代にも大きな影響を残す渋沢栄一を感じられる一冊です。 

『渋沢栄一伝』井上 潤/著 ミネルヴァ書房 【289.1 シ 所蔵館：中央】 

本書では、日本の実業家たちのリーダーとされる渋沢栄一の事績や、社会福祉事業、教育の推進

などの活動をまとめています。 

渋沢栄一の多面的な魅力を紹介してくれる一冊です。 

『お札に描かれる偉人たち』楠木 誠一/著 講談社 

【J28 ク 所蔵館：中央・あがた・島内・空港・梓川】 

2024年、お札の「顔」が変わります!今度のお札に描かれる偉人たちの名前、知っていますか?  

渋沢栄一、津田梅子、北里柴三郎が、どのような時代を生き、どのような足跡を残し、それが今日の日

本にどのような影響を与えたのかを知ることができる一冊です。お札が変わる前に読んでみてはいか

がでしょうか？ 

『渋沢栄一自伝』渋沢 栄一/著 KADOKAWA 【289.1 シ 所蔵館：中央】 

尊王攘夷思想に共鳴した農家の青年であった渋沢栄一は、幕臣、新政府高官といった数奇な転

身を経て、いかにして実業界に道を見出していったのか。肉声が響きわたる2つの自叙伝から、その

実像を紐解いています。 

 
中央図書館 

企画展示 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松本市図書館 アルプスの山々 

 

2月 11日（木）１2：３０～ 

チャンネル：79.1MHz  

※放送日等変更になる可能性もあるのでご了承ください。 

ＦＭまつもと 2 月の出演 ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ QR ｺｰﾄﾞ 

令和2年 12月 15日～ 

令和 3年 1月 15日受付 
一般書 

児童書 

１位『ブラックショーマンと名もなき町の殺人』 

東野 圭吾/著、光文社 

２位『オルタネート』             加藤 シゲアキ/著、新潮社 

３位『雪のなまえ』               村山 由佳/著、徳間書店 

４位『境界線』                 中山 七里/著、NHK出版 

５位『自転しながら公転する』         山本 文緒/著、新潮社 

１位『ふしぎ駄菓子屋銭天堂』シリーズ   廣嶋 玲子/作、偕成社 

２位『かいけつゾロリきょうふのエイリアン』 

原 ゆたか/さく・え、ポプラ社 

３位『おしりたんてい おしりたんていのこい！？』 

トロル/さく・え、ポプラ社 

４位『ノラネコぐんだんケーキをたべる』   工藤 ノリコ/著、白泉社 

５位『パンどろぼう』            柴田ケイコ/作、KADOKAWA 

５位『分解する図鑑』            森下 信/監修・指導、小学館 

５位『モモ』                 ミヒャエル・エンデ/作、岩波書店 

 

 

『武器になる「わり算」』柳谷 晃/著 KADOKAWA 【411 ヤ 所蔵館：南部・中山】 

日常にあふれているウィルス感染者数・政党支持率・合格偏差値・宝くじの当たる確率 

などなどの数字。それらはすべて数値データがあり「わり算」が使われています。 

その使われ方を知れば数字の本当の意味がわかり見方がかわるかもしれません。 

数字に騙されないためにも読んでみてはどうでしょうか？ 

 

『これならできる、こどもキッチン』 石井由紀子/著 太郎次郎社エディタス 

【379 イ 所蔵館：中山 南部 波田】 

小さな子どもと一緒に料理をする時、お手伝いをしてもらいたい時。そんな時、たくさんのお

悩みがあると思います。わかりやすい説明やレシピ、かわいいイラストでそんなお悩みを解決

するのを手伝ってくれます。 

おうち時間をお子さんと料理をして楽しみたい時に役に立つ本です！ 

中央図書館ロビー展示（2月 25日（木）まで） 
2月と言えば、節分ですね。中央図書館のロビーでは鬼をテーマにし

た展示を行っています。鬼は悪者なのか…鬼が出てくるお話を読み比べ

て考えてみてください。 

また、気になったことを調べられるように調べてみようのコーナーも設

けています。難しい漢字の名字、日本の文様、大正時代に関する本など

様々な本があります。 

図書館には、皆さんの知りたいという気持ちをお手伝いする役割があ

ります。調べたいことがありましたら、お気軽に職員へお声がけください。 

 

 


